
   

 

 

 

■ ネパール地震救援： 先遣隊の医師が帰国報告会 
 

日本赤十字社（以下、日赤）は 5 月 11 日、ネ

パール地震救援の先遣隊としてシンデュルパル

チョーク郡メラムチ村の診療所で地震被災者の

診療活動を行っていた大阪赤十字病院の光森健

二医師による帰国報告会を開催しました。 

 

メラムチ村の診療所は同村と周辺の村落あわ

せて 2 万 5000 人をカバーしています。通常は、

医師 2 人、看護師、学生など 18 人で運営してお

り、地震の発災後 3 日間で 1000 人が担ぎ込まれ

ました（うち 300 人は重傷のためヘリなどで首都

に搬送）。能力の限界をはるかに超える状態であ

ったため、日赤が医療活動を支援することになりました。 

 

診療所の周辺にある家屋は9割が損壊していま

す。また、余震などが続いており、建物の中に入

るのが怖いという患者が多くいたため、外に机を

出して診療するという状況が続きました。日赤の

保健医療チームは、携行型レントゲンを運び込ん

でいるため、近隣で活動している外国の医療班か

らも患者を受け入れるなど、可能な限り連携しな

がら診察を続けています。 

 

光森医師は、「山岳部にはまだ援助物資や医療

支援の届いていない地域が多く残っています。こ

れから雨季に入るため、腸炎や肺炎などの感染症

の流行が懸念されます。また、住居だけでなく家

畜も失った方が多く、生活再建に向けた長期的な支援が必要です」と課題について報告しま

した。 

 

 光森医師の帰国報告会の様子を THE PAGE の Youtube で公開しています。 

以下の外部リンク先から見ることができます。 

https://www.youtube.com/watch?v=sQEvEagSahU&feature=youtu.be 

 

 

 また、当日の報告に使用した発表用資料は、以下のリンクからご覧いただけます。 

http://www.jrc.or.jp/activity/international/news/pdf/JRCS_Nepal%20Earthquake_repor

t01_201505.pdf 
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★日赤のさまざまな情報を配信中です！公式アカウントをぜひご登録ください★ 
Facebook:日本赤十字社   

■ メラムチで生まれた新しい命 

 ドルマ・タマングさん（28 歳）は 4 月 25

日の地震の際、がれきに埋もれてしまいまし

た。お腹に赤ちゃんがいたドルマさんは、が

れきから這い出すことができましたが、近所

のヘルスポスト（救護所）は全壊していまし

た。その後 2週間、助けを求めることができ

ずにいた時に、日赤の巡回診療チームが村に

来て、ドルマさんに遭遇し、日赤車両でメラ

ムチ村の診療所まで運んで行きました。彼女

は 10 日、診療所で無事に元気な男の子を出

産しました。「この子は新しい希望です」と

ドルマさんは喜びでいっぱいです。 

 

● 日本赤十字社はネパール地震に対する救援金を募集しています 

http://www.jrc.or.jp/contribute/help/2015_1/ 

〔振り込みについてのご連絡先窓口〕 

日本赤十字社組織推進部海外救援金担当 TEL 03-3437-7081 FAX 03-3432-5507 

 

 

引き続き、皆さまの温かいご支援とご協力をお願いいたします。 

 

ドルマさんと赤ちゃん©Finnish Red Cross 

シンデュルパルチョーク郡でのカタール赤とネパー

ル赤による給水タンク設置©Finnish Red Cross 

設置された給水パイプに集まる人びと©Finnish Red 

Cross 

シンデュルパルチョーク郡の郡都チョウタラでノル

ウェー赤が運営する病院©Finnish Red Cross 

配られた防水シートによるテント生活を余儀なくさ

れている被災者©Austrian Red Cross 


